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家族・絆の吉岡医院 病床削減計画 

○吉岡医院について 

 【施設名称】家族・絆の吉岡医院 【所 在 地】安来市安来町７８９－１ 

【開 設 者】医療法人 吉生会  【診 療 科】産科、婦人科、小児科 

 【概  要】 

安来市内唯一の産科医療機関。平成 25年度までは病院(22 床)だったが、全国的な少子 

化傾向に加え医師の高齢化もあり、平成 26年 4月に病床を削減し、有床診療所(16 床) 

へ移行。 

○病床削減の計画 

  令和２年１２月現在      令和２年度中 

   一般病床  １６床  ⇒   一般病床  １２床（４床削減） 

○病床機能報告の状況 

 平成 30年度報告  急性期  １６床 

 令和元年度報告   急性期  １６床 

  ※産科、整形外科等の単科で手術を実施している有床診療所の病床は急性期機能を 

選択。（病床機能報告マニュアル、記入要領より） 

○病床削減の背景 

・安来市の出生数は、10 年前の H22 年には 339 人だったが、令和元年には 237 人とな

るなど、少子化が進行している状況にある。

 ・当院においても、最盛期には年 300 件以上の分娩を取り扱い、満床になることもあっ

たが、少子化の進行に伴い、近年は年 100 件程度の取り扱いにとどまっている。病床

利用率は３割程度であり、年間を通じて満床になることもなくなった。 

・現在は分娩に加え、お産以外の産科入院、外来診療、予防接種の実施などにより経営を 

維持している状況にある。 

 ・また、看護スタッフについても慢性的に不足している状況にある。平成 27年には院内 

保育所を設置して夜勤スタッフの確保を図っているが、スタッフを維持していくため、 

職員の負担軽減に継続して取り組んでいく必要がある。 

 ・このため、施設経営の合理化、スタッフの確保を進めることで、安来市内における唯一 

の分娩施設として、地域のニーズに引き続き対応していくため、病床を削減することが 

必要である。 
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